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雨水再利用 の

竜井堀親水水路
( 第1 期) ・完成

か
つ
て
足
立
区
は

、
東
京
の
米
蔵
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
農
業

が
盛
ん
で
、2
5
0㎞
も
の
農
業
用
水
路
が
網
の
目
の
よ
う
に
走

っ
て
い
ま
し
た
。
水
田
を
潤
し
て
い
た
そ
れ
ら
の
水
路
は
。

今
日
で
は
都
市
環
境
用
水
と
し
て
再
生
し

、
私
た
ち
に
潤
い

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
1
つ
「
竜
井
堀
親
水
水
路
」

の
第
1
期
工
事
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

生
物
と
ふ
れ
あ
え
る
水
辺

「
竜
井
堀
親
水
水
路
」
は
、
青
井
小

学
校
の
東
側
、
梭
瀬
川
と
平
行
に
走
る

廼
路
と
一
体
で
整
備
。
第
1
關
L
爭
で

は
、
約
2
4
0
mが完
吹
し
ま
し
た
。

こ
の
覡
水
水
路
は
『
安
心
な
ま
ち
つ

く
り
と
や
す
ら
ぎ
の
水
辺
・
を
テ
ー
マ

に
、
次
の
内
容
を
基
友
方
針
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。

〉
水
辺
の
生
物
の
育
咳
に
努
め
、
生
物

と
ふ
れ
あ
え
る
水
辺
と
す
る

▽
水
路
劭
い
が
散
策
で
き
、
水
辺
の
風

物
を
楽
し
み
学
べ
る
よ
う
工
夫
す
る

▽
隣
接
す
る
公
園
、
公
共
施
設
を
融
合

す
る
整
備
形
態
と
す
る

▽
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
の
利

便
性
を
考
え
る

▽
災
害
(
非
常
)
時
の
避
難
路
と
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

環
境
に
や
さ
し
い
せ
せ
ら
ぎ

X
は
、
水
路
か
蔡
㈲
す
る
際
'
^
辺

の
水
生
嘖
物
や
‥
心虫
、
魚
な
ど
の
生
態

瑣
境
に
配
慮
し
た
、
臼
然
系
の
水
路
に

し
て
い
ま
す
。

磑
珎
剞
親
水
水
路
も
、
護
片
は
自
然

石
(
美
濃
石
)
を
嘖
み
、
川
底
は
荒
木

田
士
に
し
て
、
せ
せ
ら
ぎ
の
イ
メ
ー
ジ

を
人
切
に
し
て
い
ま
す
。
川
幅
3
0
mと

小
さ
な
親
水
水
路
で
す
が
、
区
内
で
初

め
て
雨
水
を
水
源
に
し
て
い
ま
す
。
青

井
小
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
等
の
屋
根

の
雨
水
を
一
変
地
下
の
貯
水
槽
で
砂
叱

し
て
か
ら
、
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
現
上

衣
箔
に
流
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
t

路
を
流
れ
た
水
は
、
再
び
町
水
贍
に
。叫

し
閇
環
し
て
い
ま
す
。

こ
ね
ま
で
は
ド
収
直
に
流
れ
て
い
た
V

唄
内
ご
罕
顯
に
寸
勺こ
と
で
、
一

侍
的
に
下
竹
直
网
宍
へ
の
0
袒
を
軽
く

し
、
よ
f
ド
了
に
も
唾
ご
・・ま
す

進
ん
で
い
ま
す
水
の
回
廊
構
想

現
配
も
兒
る
こ
と
が
で
き
る
汗
‥
眄

弋
の
曵
業
4
1水
踊
の
乙
残
り
、
そ
れ
か

い
酒
代
用
水
や
綛
西
川
水
な
ど
X
内
に

川
に
mに
匚
に
渡
っ
て
俘
旺
す
る
水
路
で

す
。
ま
た
、
、近
年

イ
心
の
胯
か
さ
、
ゆ

と
り
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
'

が
求
め

ら
れ
、
冉
び
河
川
や
骸
が
を
ア
メ
ニ
テ

ィ
資
源
と
し
て
見
吐
す
蚰
き
が
強
ま
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、区
は
昭
和
閇
堕
8
川
ド

川

田
・
が
跼
馳
‥
利
円
丿
円

を
策
定
し
、

刈
川
と
水
路
の
連
続
州‥を
い
か
し
、
ヤ

と
球
の
呰
か
な
伺
い
あ
る
ま
ち
つ
く
O

を
皿
め
て
い
よ
り

訴
則

藤

匸

た
磑
拝
堀
蜆
上
暇
路
を

八
め
、
り
カ
ー眄
の
一
利
姻

が
整
㈲
さ
れ
ま

し
た

へ「
汝
、
さ
ら
に
凵
力
可
を
順
次

整
潼
し
て
い
く
子

七
で
す

心
吽
宅
町
y
暇
諂
の
吊
り
向
卜
ず

は
、
7

み
ど
り
二
滷

ま
て
ぐ
徊
m

を

こ
出
し
て
い
ま
す

ぺ
屋

も
十
さ
ん
の

二
理
解
と
こ
協
句
を
打
佃
い
し
ま
す

問
先
l
y

、
瘋
副
心
炭
整
讃

昔

・
j
气
8

り
一
乃
り一
口
1

ま
た
は
、
y

と
崢
山
二
行

昔

・
j
一卜
い
卜
一
h
1

り
I
6

か わ い い せ せ ら ぎ に 変 身 し た
竜井堀 親水水路

第11期

あだち女性大学
つくられた女から創る女へ

日
時
等
=
下
表
対
象
=
区
内
在
住
、

在
動
、
在
学
の
女
性
内
容
'
1
女
性
閭

題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
体
系
的
に
学
習
を
す
す
め
な
が
ら

身
近
に
あ
る
女
性
問
題
と
そ
の
解
決
に

つ
い
て
考
え
ま
す
定
員
洗
J
人
費

用
無
料
(
宿
泊
費
用
5
千
円
程
度
、

冊
籍
代
は
実
費
)
申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
y
。
、
年
齢
、
職
業
、
電

詁
番
弓
、
希
望
理
山
、「
な
性
大
学
参
圜

希
望
」
と
明
記

※
2
歳
か
ら
学
齢
前

の
お
子
さ
ん
の
保
介
を
希
望
す
る
方

は
、
お
子
さ
ん
の
名
前
、
生
年
月
口
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。
5
月
2
5囗
に
保
育

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
げ
い
ま
す

期
限
‥
5
弓
1
7口
ふ
丙

塲
・
申
・
顋

先

々
忤
曼
‥セ
ン
タ
ー

〒
旧
梅
田

【
1

附
I

・
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
四
・

昔
{
3
8
8
0

ゝ
5
2
2
2

第11期あだち女性大学日程表
( 眄間: 午後6畤45分～8眄45分、原則水曜日)

ハ
ン
コ
行
政
の
見
直
し
が
す
す
み
ま
し
た

図

鑑
を
忘
れ
た
た
め

、
申
請
・
届

け
出
が
で
き
ず
卜
便
な
せ
い
を
し
た
・

と
い
う
区
民
の
声
に
お
し
ぇ

す
る
た

め

、
ド
で
は

、
叩
講
ぶ
等
の
押
・叩
の
兒

直
し
を
進
め
て
い
ま
す

今
年
竃
か
ら
新
た
に
ふ
愆

夲

笘

嵋

磴
于
『

や
難
嫋
世
老
咄
隠
于
肖
の
之
紿

認
定
出
t
ぷ
‥
な
ど
の
押
日
を
唾
・
に
し
ま

し
た
ご

れ
ま
で
に
押
印
を
畷
よ
し
た

文
書
は
、
2
5
9件に
な
り
ま
す
。

な
覗
現
を
押
印
が
廃
止
で
き
な
い

も
の
は
、
国
や
都
の
き
ま
り
て
印
鑑
を

押
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
請

求
冉
と
岫
収
癧
の
よ
う
に
、
川
彰
で
同

一
人
で
あ
る
こ
と
を
・
竹
詔
す
る
茹
要
が

あ
る
も
の
な
ど
で
す
≪
企
画
?

冷
蔵
庫
の
フ
ロ
ン
回
収
に
ご
協
カ
く
だ
さ
い

詣
毓
巾
に
は
、
オ
ソ
幃
‥を
吠
壊
す

る
ソ
ロ
、
yが
油
石
と
て
い
よ
す

オ
ソ

ン
膕
を
皿
應
ず
る
た
め
、
ぺ
で
は
究
・簗

さ
れ
る
冷
蔵
顋
か
ら
フ
ロ
ン
か
ご
べ
し

て
い
ま
す・

冶
餃
庄
を
拮
て
る
と
き
は

友
の
と
こ
り
を
二
り
申
く
だ
さ
い

家
電
販
売
店
等
:
う
ロ
ン
刊
べ
郛
業

幃
句
裝
名
へ

一
般
家
庭
の
方
…
吃
だ

ご
み
心
汚

回

帰
弔
弯
ヅ
ヘ

フ
ロ
ン

ド
心
町
次
回
裝
べ
も
二
邨
罔
に
な
れ

圭
J

フ
囗
ン
回
収
事
葉
協
力
業
者

在
中
毫
ン
リ
ア
ー
セ
シ
々
I

晋
j
8
8

一
a
h
6
2
0

に
め
川
㈱

晋
一
3
6
凵
G

囗
1
り
J乃

販
大
洲
刈
株

{
一
一
ペ
3
8
り
7
`
・
8
い
い
6

庖
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
飛

酋
一
卜
8
'
J
{
r
`
O
り
I
り
J
6

・
々
発
粢
迴
分
費
町
友
魘
・
凛
瘢
八
棍

は
梵
れ
に
よ
り
W
な
り
ま
す
の
で
直
接

お
門
い
(
‥
わ
せ
く
だ
さ
い
フ
ロ
ン
を

川
べ
す
る
竹
川
は
、
ド
が
0
袒
し
ま
す

問
先
-
-
卜
口
卜
庁
(
∵
環
境
課
謖
整
係

晋
3
8
8
2
1
1
1
1

心

5月22日～28日は、「春の行政相談週間」です。
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

生

活

環

境

燃
え
な
い
建
物
に
建
て
替
え
る
と

助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

区
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
震
火
災
時
の

安
全
な
「
避
難
路
」や
「
延
焼
遮
断
帯
」

を
整
備
す
る
た
め
、
不
燃
化
促
進
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
不

燃
化
促
進
区
域
内
で
事
業
実
施
期
間

中
。
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
不
燃
建
築

物
を
建
て
る
方
に
工
事
費
の
一
部
を
助

成
し
、
建
物
の
不
燃
化
を
促
進
す
る
も

の
で
す
。
現
在
。
左
図
の
1
2地
区
で
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
区
域

内
で
建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考
え
の
方

は
ぜ
ひ

、こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
建
築
工
事
着
手
ま
で
に
、

助
成
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
不
燃
化
促
進

区
域
と
は
、
指
定
路
線
の
道
路
の
両
側

か
ら
お
お
む
ね
3
0
m以
内
の
区
域
、
お

よ
び
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域
で

す
。こ
の
区
域
内
に
建
て
ら
れ
る
不
燃

建
築
物
が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す

問
先
9
千
住
本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く
り
課

図1　 不燃化促 進区 域図

高
野
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
高
野
土
地
区
画
整
理
事
業

の
事
業
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま

す
。
利
害
関
係
者
で

、こ
の
内
容
に
つ

い
て
意
見
が
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満

了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
2
週
間

の
間
に

、
都
知
事
に
対
し
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区
域
=

江
北
一
丁
目
お
よ
び
扇
二
丁
目
の
各

一
部
縦
覧
期
間
1
5
月
2
4
日
～
6
月

6
日
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
意
見

一
の
提
出
期
間
=
5
月
2
4
日
～
6
月
2
0

日

縦
覧
場
所
=
高
野
地
区
事
務
所

(扇
2
-
2
7
-
2
6
)

(
3
8
5
6
)
8
1
5
1

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
2
9
6

「
住
ま
い
の
虫
」
の
対
処
法

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
さ
し
あ
げ
ま
す

住
ま
い
に
虫
や
カ
ビ
が
発
生
し
て
困

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
う
い

っ
た
と
き
の
対
処
法
を
書
い
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

配
布
場

所
―
各
保
健
所
、
保
健
相
談
所
。
区
民

事
務
所

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
1
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室

昔
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=

中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表1　 水洗化可能地域

教

育

公
認
私
立
幼
稚
園
等
に
通
う
お
子
さ
ん
の
い
る

保
護
者
の
方
へ
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

□
保
護
者
負
担
軽
減
補
助
金

月
額
1
万
1
千
2
0
0円
。
た
だ
し
、
入
園

料
お
よ
び
保
育
料
の
額
に
よ
り
調
整

(
減
額
)
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
就
園
奨
励
費

住
民
税
額
に
よ
り
対
象
に
な
う
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
(
表
2
)
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
平
成
6
年
4
月
1
日
以
降
引
き

続
き
区
内
に
居
住
し
、5
～
3
歳
児
(
昭

和
6
3
年
4
月
2
日
～
平
成
3
年
4
月
1

日
生
ま
れ
ま
で
の
園
児
)
を
幼
稚
園
へ

通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者

申
込
=

区

内
の
幼
稚
園
に
在
籍
す
る
園
児
の
保
護

者
・
:
各
幼
稚
園
/

区
外
の
幼
稚
園
に
在

籍
す
る
園
児
の
保
護
者
・・
直

接
ま
た
は

幼
稚
園
を
と
お
し
て

、5

月
9
7一
日
(
金
)

ま
で
に
学
事
第
二
係
へ

問
先
=

千
住

本
庁
舎
・
学
事
第
二
係

表2 就園奨励費基準表

※ 世帯構成員中2人以上に所得がある場合は。所得割額の合計額。

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

お
そ
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の

悩
み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
與
が
応
じ

ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
上
毋
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

・
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
旁
隊

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

福

祉

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
し
た
方
な
ど
で

、
次
の
要
件
に
該

当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
児

童
手
当
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、3
歳
未

僑
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
公
務
員

の
方
は
動
務
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は

、
特
例
給
付
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

手
当
月
額
九
仞
歳
未
満
の
児
童
の
中

で

、3
歳
未
満
の
1
番
目
の
児
童
に
5

千
円
/
2
番
目
の
児
童
に
5
千
円
/
3

番
目
以
降
の
児
童
に
は
1
万
円
(
支
給

は
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま

す
)

申
込
=
保
護
者
名
義
の
都
内
金

融
機
関
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除

く
ン

年
金
手
帳
/
健
康
保
険
証
/
印

か
ん
(
ゴ
ム
印
は
不
可
)
を
窓
口
に
持

参

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童

助
成
係

5
月
1
2日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す

民
生
・
児
童
委
員
は
、
地
域
社
会
の

中
で

、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や

。
児

童
、
心
身
障
害
、
高
齢
者
問
題
な
ど
で

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
の
良
き
相

談
相
手
と
し
て
、
指
導
・
援
助
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
関
連
の
調

査
依
頼
に
つ
い
て
の
証
明
書
(
調
査

將
・
意
見
書
)
の
発
行
、
シ
ル
バ
ー
パ

ス
の
配
付
な
ど
、
区
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
協
力
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
民

生
・
児
童
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神

に
寫
み
、
社
会
福
祉
に
理
解
と
熱
意
の

あ
る
方
に
対
し
、
厚
生
大
臣
が
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
福
祉
・
児
童
問
題
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
気
軽
に
民
生
・
児
童

委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

足
立
区
に
は
5
2
5人の
民
生
・
児
童
委
員

が
い
ま
す
。
氏
名
、
担
当
区
域
等
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

発
達
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
出
張
相
談

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
に
在
園
す

る
お
子
さ
ん
で
発
達
に
心
配
の
あ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
出
張
相
談
事
業
を

開
始
し
ま
す
。

内
容
‥‥専
門
の
職
員
(

心
理
)
が
直
接
施
設
に
出
張
し
て
発

達
評
価
、
観
察
、
個
別
指
導
に
よ
る
相

談
、
援
助
を
行
な
い
ま
す

※
申
し
込

み
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
a
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
幼
児
指
導
係

(
3
8
4
9
)
1
3
7
Q

″

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
　

同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
(
昭
和
4
0

年
8
月
H
日
)
は
、
心
理
的
差
別

と
実
態
的
差
別
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
プ
心
理
的
差
別

と
は
、
人
び
と
の
観
念
や
意
識
の
う

ち
に
潜
在
す
る
差
別
で
、
言
語
や
文

字
や
行
為
を
通
し
て
表
に
現
わ
れ
て

く
る
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
非
合
理

な
偏
見
や
嫌
悪
の
感
情
に
よ
っ
て
交

際
を
拒
ん
だ
り
、
婚
約
を
破
棄
す
る

な
ど
も
そ
の
一
例
で
す
。

実
態
的
差
別
と
は
、
例
え
ば
就

職
・
教
育
の
機
会
均
等
が
実
質
的
に

保
障
さ
れ
ず
、
劣
悪
な
生
活
環
境
や

低
位
の
職
業
に
置
か
れ
て
い
る
差
別

な
ど
を
い
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
理
的
差
別
と
実
態

的
差
別
と
は
、
相
互
に
因
果
関
係
を

保
ち
、
作
用
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
差
別

は
、
ひ
と
く
ち
で
い
え
ば
、
市
民
的

権
利
、
自
由
の
侵
害
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

で
は
、
私
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

第
一
に
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
正

し
い
認
識
と
理
解
を
持
つ
こ
と
。

第
二
に
、
間
違
っ
た
考
え
方
を
し

て
い
る
人
に
対
し
、
誤
り
を
説
明
し

理
解
さ
せ
る
。

第
三
に
、
家
庭
、
学
校
、地
域
等
、

身
の
ま
わ
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
に
目
を
開
き
、
そ
れ
ら
を
取
り
除

い
て
い
く
。

こ
う
し
た
地
道
な
努
力
の
積
み
重

ね
が
必
要
で
す
。

世
の
中
に
、
ひ
と
り
で
も
不
幸
な

人
が
い
る
限
り
、
真
の
幸
福
は
あ
り

靡
な
い
と
言
っ
た
人
が
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
び
と
が
、
本
当
に
人

間
ら
し
い
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
保

障
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
民
の
課
題
と

し
て
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担

当
へ
。

◎ ひろば 「' 94スプリングみんようこんさーと」/5 月15日( 日) 、午後2 時/ エル・ソフィア/ 大輪 　3886- 2944( 午後7 時以降)
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国

保

も
う
一
枚
の
保
険
証(学

)・
(遠
)の
保
険
証

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
、
家
族

の
一
部
が
就
学
、
出
張
、
旅
行
な
ど
で

住
ま
い
を
離
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
方

の
保
険
証
を
家
族
と
分
け
て
別
に
お
渡

し
し
ま
す
。

□
(
学
)
(
学
生
用
)
の
保
険
証

お
子
さ
ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て

就
学
す
る
と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の

生
活
費
等
を
援
助
し
て
い
る
場
合
に
、

廁
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
=

国
民
健
康
保
険
証
/
届
出
人
の
印
か

ん
/
在
学
証
明
書
(
学
生
証
も
可
。
区

外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
と
き
は
、
住

民
票
が
必
要
な
場
合
が
あ
n
ま
す
)
を

窓
口
に
持
参

□
(
遠
)
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証

家
族
の
方
が
旅
行
、
出
張
な
ど
で
1

ヵ
月
以
上
、2
3区
外
に
離
れ
る
と
き
や
、

足
立
区
外
に
施
設
入
所
す
る
場
合
に

は
、
篷
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
=
国
民
健
康
保
険
証
/
届
出
人
の

印
か
ん
/
施
設
入
所
の
場
合
は
入
所
証

明
書
(
区
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
場

合
は
、
住
民
票
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
)
を
窓
口
に
持
参

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦

課
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

健

康

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

□
消
化
器
系
が
ん
検
診
(
冐
が
ん
・
大

腸
が
ん
)

検
診
日
・
場
所
↓
″
3
の
と
お
り

対

象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

申
込
=
(
ガ

キ
に
住
所
、氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
气

検
診
日
・
場

所
(
第
3
希
葷
ま
で
)
、
消
化
器
系
が
ん

倹
診
希
望
石
明
記

期
限
=
6
月
に
受

診
を
希
望
す
る
方
は
5
月
2
0日
。7
月
、8

月
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
受
診
希

望
日
の
前
月
2
0日

※
受
診
票
は
、
検

診
日
の
前
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す

□
女
性
が
ん
の
検
診

乳
が
ん
。
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に
役

立
つ
検
診
で
す
。

対
象
庖
J
歳
以
上

の
区
民

場
所
=
区
内
契
約
医
療
機
関

受
診
日
―
受
診
票
の
指
定
期
間
内
に
、

受
診
医
療
機
闃
と
相
談
の
う
え
、
受
け

て
く
だ
さ
い

申
込
j
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
气

女
性
が
ん
検
診
希

望
石
明
記

希
成
人
健
康
診
査

心
臓
、肝
臓
、じ
ん
臟
の
病
気
や
糖

尿
病
、高
血
圧
、高
脂
血
屁
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
検
査
で
す
。対

象
=
4
0
歳
以
上
6
4
歳
ま
で
の
区
民
場

所
=
区
内
契
約
医
療
機
関
受
診
期
間

=
5
月
～
平
吸
7
年
3
月
申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、
性
別
、
吸
人
健
康
診
査
希
望

と
明
記

-

い
ず
れ
も
匚
卜

申
・
問
先
9
千
庄
本
庁
舎
・
保
健
予
防

係

〒
凶
千
住
1
-
4
-
1
8

表3　 消化器がん検診日程

生
活
リ
ハ
ビ
リ

教
室
(
白
樺
会
)

脳
卒
中
後
遺
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
鰐

等
で
身
体
が
不
自
由
な
方
が
、
毎
月
―

回
集
ま
り
、
簡
単
な
体
操
や
ゲ
ー
ム
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
生
活
の

場
で
の
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
・
問
先
=
東

和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
へ

生
活
相
談
教
室

対
象
=
精
神
科
へ
通
院
中
で

、
人
と
接

す
る
の
が
苦
手
な
方
、
友
達
が
で
き
に

く
い
方
、
仕
事
に
行
き
た
い
が
自
信
が

持
て
な
い
方
、
冢
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
方
な
ど

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
東
和

保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

精
神
障
害
者
の
家
族
の

交
流
の
場
で
す

東
和
保
健
相
談
所
管
内
の
家
族
の
方

が
集
ま
り
、
一
緒
に
学
ん
だ
り
、
話
し

台
っ
た
り
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。日
時
=
毎
月
I
回
、

午
後
2
時
～
4
時
対
象
=
東
和
保
健

相
談
所
管
内
に
在
住
す
る
吶
神
障
害
者

の
家
族

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健

相
談
所(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

お
知
ら
せ

あ
き
家
都
営
住
宅
(
地
元
割
当
)
と

あ
き
家
区
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

募
集
・
申
込
用
紙
配
付
期
間
1
5
月
2
4

日
～
3
1日
王
・日
曜
日
を
除
く
)

申

込
用
紙
(
申
込
み
の
し
お
り
)
配
付
場

所
=
千
庄
本
庁
舎
・
住
宅
係
、
各
区
民

事
務
所
、
ま
ち
づ
く
り
公
社

募
集
戸

数
=
都
営
住
宅
(
一
般
世
帯
向
、1
・
2

種
)
…
1
2
5戸/
都
営
住
宅
(
単
身
者

向
、2
種
)
…
2
戸
/
区
営
住
宅
(
一

般
世
帯
向
、
―
襍
)
…
3
戸

※
申
込

資
格
な
ど
く
ゎ
し
く
は
、「
申
込
み
の
し

お
り
」、を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
よ
r

庄
本
庁
舎
・
庄
宅
係

非
常
勤
職
員
募
集

(
作
業
療
法
士
)

定
員
=
―
人

勤
務
日
等
=
1
日
6
時

間
、
週
3
日
動
務
(
月
・
火
・
金
曜
日
)

※
週
2
日
で
も
可

報
酬
5
日
額
1
万
8

千
円

勤
務
場
所
・
申
・
問
先
=
東

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

特
別
区
職
員
(
I
類
)
採
用
試
験

試
験
日
=
6
月
1
9
日
(
日
)
採
用
予

定
年
月
日
9
平
成
7
年
4
月
I
囗
以
降

職
種
お
よ
び
受
験
資
格
等
―
表
4
の
と

お
り
郵
送
申
込
期
限
=
5
月
2
0
日
消

印
有
効
持
参
申
込
期
限
=
▽
都
内
各

区
役
所
…
5
月
1
8
日
～
2
3
日
▽
特
別

区
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課
・
:
5
月

1
8
日
～
2
4
日
※
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

～
午
後
5
時
申
込

書
類
配
布
場
所
-
都

内
各
K
役
所
、
特
別

区
人
事
委
H
会
事
務

局
試
験
課

申
・
問

先
=
特
別
区
人
事
委

員
会
事
務
局
試
験
課

〒
巾一千
代
出
区
凡
段

北
―
-
I
-
4

(
5
2
1
0
)
9

7
8
7
～
9

◆
公
務
員
セ
ミ
ナ
ー

開
催
T

類
)

日
時
1
5
月
1
8
・
1
9

日
、午
前
9
時
3
0
分
～
y

後
3

時
3
0
分

場
所
1
千
代
田
区
公
会
堂
(
地
下
鉄
東

西
線
・
半
蔵
門
線
九
段
下
駅
下
車

徒

歩
3
分
)

内
容
=
各
区
の
特
色
等
(
足

立
区
は
1
8日
の
午
前
の
予
定
)

問
先
-

千
住
本
庁
舎
・
人
事
係

表4　 職種および受験資格の概要

日
本
赤
十
字

事
業
資
金
に

ご
協
力
を

国
際
救
援
活
動
を
は
じ
め
、災
害
救

護
、血
液
供
給
等
の
事
業
推
進
の
た
め

の
肖
嗔
な
資
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

日
本
赤
十
字
の
杠
資
(
事
業
資
金
)
。今

年
も
5
月
1
囗
か
ら
、こ
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。昨
年
は
、皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、2
f
万
円
を
超
え
る
温
か

い
善
意
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。本
年
も
皆
様
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
-
∵
巾
夬
む
町
庁
舎
・
振
興
係
　

(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

各
区
民
事
務
所

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健
康

保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座
振
替
を

利
用
す
れ
ば
、
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
て
忙
し
い
毎
日
も
ス
ッ
キ
リ
安
心
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申

込
=
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵

便
局
を
除
く
)
、
ま
た
は
区
担
当
課
窓

口
、
各
区
民
事
務
所
に
預
金
通
帳
と
通

帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
擂
を
持
参

問
先
=
納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
課

(
3
8
～
)
5
1

～

国
民
年
金
課

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

6
月
2
日
現
在
で

、「
国
民
生
活
基
礎

調
査
」お
よ
び
「
保
健
福
祉
動
向
調
査
」

を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
、

お
年
寄
ひ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
、
す
べ

て
の
方
が
健
康
で
明
る
く
豊
か
に
暮
ら

す
た
め
に
、
保
健
・
医
療
、
福
祉
、
年

金
な
ど
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や
健

康
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

す
。
調
査
結
果
は
、
国
の
行
政
施
策
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査
対
象
世

帯
に
は
、5
月
中
旬
に
調
査
叫
が
お
伺

い
し
て
調
査
票
な
ど
を
配
り
ま
す
。
そ

し
て
、6
月
2
日
以
降
に
あ
ら
た
め
て

調
査
員
が
お
伺
い
し
、調
査
項
目
に
つ

い
て
お
闃
き
し
た
う
晟
で
、調
査
`
y
を

回
収
し
ま
す
。
な
お
、
今
回
対
象
と
な

っ
た
世
帯
の
一
部
に
つ
い
て
、7
月
以

降
に
所
得
に
関
す
る
調
査
な
ど
で
、
あ

ら
た
め
て
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
合
わ
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
り
5
月
2
4
日
・
:
竹
の
塚
区
民
事

栲
所
/
5
月
2
5
日
・
:
中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
前
時
間
‥
‥
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
内
容
=
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
両
日
と
も
足
立
社
会
保
険

事
務
所
の
年
金
担
当
者
が
参
加
し
ま
す

問
先
=
中
央
朮
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ね
ん
き
ん

6
0歳
説
明
会

日
時
a
5
月
1
7
日
(
火
)
、午
前
1
0
時
と

午
後
2
時
の
2
回
(
開
始
3
0
分
前
よ
り

受
付
)
場
所
=
千
住
本
庁
舎
7
階

対
象
=
昭
和
9
年
6
月
2
日
～
昭
和
9

年
7
月
1
日
生
ま
れ
の
方
(
対
象
者
に

は
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金
制
度
の

し
く
み
と
受
給
手
続
き
の
説
明
お
よ
び

個
別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ご存じですか

「明るい選挙推進委員」

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
は
、
選
挙

が
明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
よ
う
。

「
話
し
あ
い
活
動
」
を
中
心
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
推
進
委
員

が
世
話
役
と
な
り
、
私
た
ち
が
興
味

の
あ
る
身
近
な
問
題
(
景
気
や
最
近

の
事
件
な
ど
)
に
つ
い
て
自
由
に
話

し
合
う
な
か
で
、
そ
れ
が
ど
う
政
治

に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て

い
く
も
の
。
こ
の
「
話
し
あ
い
活
動
」

に
よ
り
、
お
互
い
の
政
治
へ
の
関
心

と
知
識
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
、
買
収
や
義
理
人
情
な
ど
に
と
ら

わ
れ
す
に
、
自
分
の
正
し
い
判
断
で

代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
濕
べ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。区

で
は
、
現
在
1
2
5人の
「
明
る
い

選
挙
推
進
委
貝
か
活
動
し
て
お
り
。

「
話
し
あ
い
活
動
」
は
皆
さ
ん
の
身

近
な
地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
先
i
千
住
本
庁

舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
U

ひ

ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
東
武
沿
線
(
I
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー

ト
5

月
2
1日
(
土
)
、
午
後
1
時

～
4
時
3
0
分
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

無
料
/

蓮
沼

(
3
8
8
8
)
6
3
7
3

☆

「
葦
の
会

」
バ
ザ
ー
5

月
1
5
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
/

ス
ー
パ
ー
車
や

(
西
新
井
四
丁
目
)
/

物
品
の
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
/

董
の
会
作
業
所

(
3
8
5
7
)
8
8
3
9

◎ 講演会「まちの再生と商業の活性化」/5月25日( 水) 、午後2時～4時/北千住ルミネ7F・WI Zサロン/足立区総合再開発協議会　( 3888) 4084
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あ
な
た
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

長
期
の
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

何
も
な
い
所
か
ら
生
活
す
る
工
夫
や
人

へ
の
思
い
や
り
を
共
同
生
活
の
中
で
学

び
ま
す
。日
時
1
8
月
1
日
～
H
日

場
所
a
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
三
国

岩
魚
沢
林
道
周
辺
対
象
=
区
内
在
住

の
小
学
5
年
生
～
高
校
3
年
生
定
員

弌
J
人
(
抽
選
選
考
)

費
用
=
2
万
5

千
円

申
込
-
区
内
各
施
設
に
置
い

て
あ
る
所
定
の
用
紙
を
郵
送

期
限
=
5

月
3
1日
必
苫
‥

申
・
問
先
丿
千
住
本

庁
舎
・
少
年
育
成
係

〒
1
2
0
F腫1
-
4
1
8
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

地
域
指
導
者
養
成
講
座

キ
ャ
ン
プ
セ
ミ
ナ
ー

み
ん
な
で
楽
し
む
ア
ウ
ト
ド
ア

今
年
は
国
際
家
族
年
で
す
。
今
回
は

み
ん
な
で
楽
し
め
る
野
外
活
動
を
テ
ー

マ
に
、
様
々
な
可
能
性
を

考
え
ま
す

。

日
程
等
=

ド
表

対
象
八

心
歳
以
辷

で
肯
少

一
年
育
成
活
動
に
か

か
わ
っ
て
い
る
方

費
用

‥
j無
料
(
実
習
費
は
実
費
)

申
込
1

電
話

期
限
=
5

月
2
0
日

申
・
間
先
=

干

庄
本
庁
舎
・
少
年
育
収
係

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

キャンプセミ ナー日程

第5回を除き、時間=午後7時～9眄櫑甬=冐年センター

諸
外
国
へ
の
女
性
派
遣

論
文
を
募
集

都
で
は
、
国
際
交
流
と
地
域
で
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
的
と
し
て
、
諸

外
ぶ
へ
女
性
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

派
遣
時
期
等
=
平
成
6
年
秋
(
予
定
)
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
ブ
ル
ネ
イ

対
象
=
次

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
女
性

区
内

在
住
(
都
内
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い

る
ン
平
成
6
年
4
月
1
日
現
在
、2
5歳

以
上
6
5歳
未
満
/
地
域
・
グ
ル
ー
プ
活

動
の
実
践
者
/
公
務
員
は
応
募
で
孝
ま

せ
ん

テ
ー
マ
=
「
女
性
と
国
際
交
隰
　

妥
性
と
地
域
活
動
」廁
女
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
乙
等
(
2
千
字
程
度
)

派
遣
=
I
人
費
用
=
派
遣
費
用
の
一

部
(
1
5
万
円
程
度
)
は
自
己
負
担
申

込
r
別
紙
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、職

業
、電
話
番
号
、地
域
・
グ
ル
ー
プ
活

動
歴
を
明
記
し
、
論
文
に
同
封
期
限

‥
‥
6
月
1
0
日
必
着
※
応
募
者
全
員
に

記
念
品
を
贈
呈
。
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
陌
品
の
版
権
は
区
に
属
し
ま

す
申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
梅
田
7
-
-
3
3
-
1
(
エ
ル
ー
ソ
フ

ィ
ア
内
)
　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

情 報 コ ー ナ ー

青年センターの催し
□ 5月の子育てセミナー( 子ども
の健 康)
日時=5月19・26日、6月2日( 全
3回) 、いずれも午前10時～正午
対象= 幼児のいるお母さん で、原
則 とし て3 回 とも 参 加で き る 方
内 容= 専 門 家 のお 話/ 疑問 の 相
談/ 親子遊び/ ボランテ ィアの方
たちに よる絵本などのお 話会 定
員=20 人( 先着順) 費 用= 無料
申 込= 電 話 ※ お子さん の保育を
行ってい ますので。お問い 合わせ
く ださい
□ 青年講座「草木染め」にチャレ
ンジ
日時=5月21・28日、6月11日( 全
3回) 、いずれも午後1時～4時
対象=10 代 、20代の青年男 女 内
容= 自 然の材料を使って 、シルク
やウ ールを 染め ます 定員=20 人
費用=6, 000 円( 材料費) 申 込=5
月13 日から電 話( 先着 順)

□ 青年のためのボランティア入門
講座
日時こ5月24日( 火) 、午後7時～
9 時 対象=10 代、20 代の青年

男 女 内容= ボランテ ィア体験を
し てみたい人のための入 門編。講

座終 了後 、各施設で実 際に 体験を
します 定員=30 人 費用= 無料
申込= 電 話
□ お米から世界が見える
日時=5月25日、6月1・8・18
日( 全4回) 、午後7時～9時( 18
日のみ午前10時～午後2時) 内
容= 昨 年の凶作を機に 、日本の食
懼自給 の問題と世 界と の関係を 考
え ます。最終日には 、タ イ米を使
った料理 を楽し み ます 定員=50
人 費用=1, 000 円( 材料費) 申
込= 電 話
□ 不況に負けない就職活重力PAR
T11
日時=5月19・26日、6月2・9
日( 全4回) 、いずれも午後7時～
9 時 対象=10 代、20 代の青年

男 女 内容= 新社会 人とし て来年4
月から就職を希望 する方が、社

会 の第一線でいち早く 活躍 でき る
よう 応援する講座。 就職情 報、よ
りよ い社会人とし ての マナー、社
会 常識なども学びま す 定員=50
人 費用= 無料 申込= 電 話

いずれも
場・申・問先= 青年センター
3890- 0061

しょうぶの花が見ごろです

区内施設めぐり 観光協会主催
日時=6 月16・17日、い ずれも午
前8 時30分 、千住 本 庁舎 前 集 合
内容= し ょうぶ沼公園、 郷土博物

衄 、花畑記念 庭園 、生物園等を 見
学 定 員= 各40人( 抽選) 費用=
観 光 協会会 員 … 1, 500円/ 非 会員
… 2, 000 円( 当日現 地支払 い、昼食
付き) 申 込= 往 復ハガ キに申込
者 全員の住所、氏 名、年齢、電話
番号、会員・非会員の別、 希望 日、
「区 内 施 設 めぐ り 希 望」と 明 記
※ 1 枚で4 人 まで申し 込みでき ま
す( 壑複はがきは 無効) 期限=5
月19日消印 有効 申 ・問先= 観

光協会事務局 〒120 中央本町1- 17- 1
中央 本町 庁舎・産業振 興

課内　3880 ―5191

求 む「橋の 思い出」
「出 会い 」そし て「別れ」。橋に

は 様々なド ラマがあり ます。今年
は千 住大橋架橋400 年。あ だち広報EXP7

月1 日号で は橋の特集を
予 定し ています。あな た自身の橋
に まつわる思い出をお 寄せくださ
い。 申 込= ハガキ または封書で
住 所、氏名、年齢、電話番号 、「思
い出 」について 簡単にお 書きくだ
さい 期限=5 月20 日必 着 申・
問先= 千 住本庁舎・広報課 〒120
千住1- 4- 18　3882- 1111 ㈹

重度障害者ハイキング行事

介護補助者募集
日時=5月20・27日( 1日でも可)
場所=川ログリーンセンター、船
橋海浜公園対象=18歳～40歳位
の健康な男 女 内 容= 重度障害 者
の介護 補助 定 員= 若干名 ※ 昼
食付、傷害 保険 付 申 ・問先= 東
部障害福祉絎 台センター
5682- 5370

男と女の
料理教室

日時=5月26日～6月23日の毎週
木曜日、午後6時30分～8時30分　
( 全5回) 対象=区内在住、在
動、在学の方内容=生活面でも
自立した男性を目指して、料理の
基礎から学びませんか。女性も大
歓迎定員=40人( 抽選) 費用こ
4, 000円( 5回分の材料費) 申
込-往復ハガキに住所、氏名、年
齢、職業、電 話番号、希望理由 。
「男と女の料理 教室希望」と明 記
期限=5 月17 日必着 場・申 ・問
先= 女性総 合センタ ー 〒123 梅
田7- 33- 1( エル・ソフ ィア内)
3880- 5222

東京足立少年少女合唱団

第26期生　団員募集
対象=ジュニアクラス…小学2～
1 年生男 女、 シニアクラス… 小

学5 ・6 年生男 女、中学1 年生 女
子 面接=5 月15日、午前10時、
渕江小学 校 指導者= 薬師 神武夫
費用( 月額) = ジュニアクラス … 】、500
円、 シニアクラス … 3, 0〔〕0円、

その他制服代 申 込ご申込 用紙に
記 入のうえ、 面接日に保護 者同 伴
でおいでくださ い。用紙は、 文化
振 興係・区内 小中学校・ 公社各セ
ン タ ーに あ り ま す 問 先= 事 務
局・薬師 神　3852- 3232t 夜間)
または、千住 本庁舎・文 化振 興係
3882- 1111 ㈹

フリーマーケット
出店者募集

子どもフェスティバルの一環と
して行います。日時=6月12日　
引) 、午前11時～午後3時場
所こギャラクシティ屋外駐車場
対象=区内在住・在勤の方( 出店
物品の販売を事業および副業とし
ている方は不可) 内容=薬品、
食料品、動物、品質保証のできな
いものは販売不可募集区画=50
区画程度( 抽選卜/1人1区画凵2
mx2m程度) ※ 雨天の場合中
止、出店者用の駐車場なし出店
料こ無料申込=往復ハガキに住
所、氏名、年齢、電話番号、出店
する物品の種類を明記/1人1通
のみ有効期限=5月19日消印有
効申・問先=中央本町庁舎・リ
サイクル推進課〒120中央本町
1- 17- 1　3880- 5206

千住大橋架橋400年記念事業

『大橋から始まる
歴史への旅』

第1 期講座あらかわ文化財講座

日時=5月21・31日、6月7・14
囗( j 引回) 、午後7時～9時場
所-荒川区立町屋文化センター
対象- - 原則として 全回受 講できる
ち 定 員- =100 人 費 用= 無 料
申込 し5 月11日から荒 川区社会教
台'課( 　3802- 311P へ電話 問
先= 涓:寸ご↑町駭蜴官　　3620 ―9393

休館のお知らせ
次の施設は殺虫消毒等のため休

館します。 日程こ▽ 5 月15日…
千住区民ホール、西部区民ホール

▽ 5月23日～27日( 7窓囗は23日の
み) … 東綾 瀬公園プ ール・ アイス
スヶ一卜 場 ※ くわしくは 、各施
設窓口 へ 問先= 千住本庁舎 ・生
汪教育推 進課計画係
3882- 1111 ㈹

アフタヌーン
コンサート

日時=5月19日( 木) 、午後12時30
分～12時50分場所=千住ノ訟庁淤
玄 関 前 内 容= ▽ 第1 部 … コ ー
ル ・ソフ ィア 「行こう ふたたび」
「あ な た とわ たし と 花た ち と」
マ 第2 部… バンブ ー・エ コー 「な
つ かしき 歌」「おお スザン ナ」「古
き 歌」 問先= 千住 本庁舎・文化
振 興係　3882- 1111( 代)

足立の

「昔話しを語る」
日時=5月日日( 土) 、午後2時～
3 時30 分 内容= 足 立の片葉の

葦に関 わる話 講師= 加藤敏夫氏
(郷 土陣物館専門員) 費用= 無
料 申 込こ当 日直 接 会 場 へ ※
「昔話しを 晤る」 は、毎月第2 土
曜 日に行ってい ます 場・問先=
郷 土博物館　3620- 9393

「あだち広報」は再生紙を使用しています J . H240, 000


